
子宮頸がん予防接種（HPVワクチン）の接種が
実施されました。

7月12日（金）、鹿児島県医師会・鹿児島県小児科医会の医師と看護師が来校
され、子宮頸がんワクチン接種が実施されました。
5月29日に本学部で開催された子宮頸がん予防接種啓発活動の講演を聞き、
5名の学生が接種を希望しました。

予防接種前はドキドキしましたが、医師や看護師が優しく声掛けしてくださり、
和やかな雰囲気で行われました。

接種前に、これまでのワクチン
接種歴を看護師と確認しました。

今回のワクチン接種に関してもテレビ局の取材があり、ワクチンを受けた後、
学生はほっとした様子で取材にこたえている一幕もみられました。
今回のように、ワクチン接種が一人でも多くの方に広がることを願っています。


